　　　　　松下幸之助を語る　　

　今日は。沢山の方々の ご参加で 参禅会が開かれまして 本当におめでとうございます。

　本日は幸之助さんの話を　させていただく機会を 与えて頂いて大変嬉しく思っています。私は幸之助さんが悟った人、毎朝坐禅をしていた人だと分かってから　熱烈なファンになりました。

　私はこの南海禅会の静座会に参加させていただいて　マダ3ヶ月ばかりです。

　今日は総裁をお迎えしての参禅会という事で皆様も楽しみでお集まりの事だと思います。　そのような場所でつまらない話にならないように心がけたいと思います。

　会員の皆様には　私への今後のご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

先ずレジュメについて　　家にお持ち帰りになってお読みいただくように作っています。

　参考文献や参考にして頂けるＨＰも 御紹介しています。また私のアドレスも付けています。ご質問をお寄せください。今日は質疑応答の時間はありません。　　　　　　　　　　

　質疑応答は個人的なメール交換や対話が一番効果的です。

　どうぞ　よろしくお願いします。

　　　　　読まない自己紹介

　では　私・岩倉克年の自己紹介からさせていただきます。

　和歌山の会場では出身学校から始めさせて頂く事にしています。　　

　同じ地区にお住まいでしたら 親しみが湧くでしょうし、「私は嘘はつきません」という宣言のようにも思うからです。

　1944年（昭和19年）和歌山市に生まれました。ただ今67才です。

　通った学校は吹上小学校、西和中学校、桐蔭高等学校、和歌山大学経済学部です。

　学歴について。私の家は「勉強せえ、勉強せえ」とうるさく言う家でした。

　50年以上前ですが、少しの生徒しか行かなかった塾にも行かせてもらえました。

  大学校まで行けたのはうるさく言う親と親の出す「教育費」のおかげでした。

　最近坐禅の話しなどをするようになってこの学歴は便利だと考えています。

　　私の頭は　遺伝子的には決していい方ではないと考えています。

　いまの私の頭は悟りのおかげで随分開発されています。そして今が人生で最高です。

　私は4年前に会社を辞めてから、年金生活の気楽さで、2年間週休二日制でボランティアとして「松下幸之助生誕の地」の「掃除と語り部」をしてきました。掃除を始めて半年もたたないうちに力もないのに重いベンチを持ち上げて腰をいためました。

　それでよせばいいのに以後１年8ヶ月も腰をかばいながら掃除を続けました。

　　　　　読まないＷＢＳ「私の作文」

　この私の掃除について　和歌山県立・桐蔭中学校2年の女生徒が書いてくれた作文が、　和歌山放送の「私の作文」で放送されました。女生徒のお父さんが「あの人のしている事が本当のボランティアだ。お礼を言ってもらう事もほめてもらう事も何も考えずにしている。」お父さんがそのように言ったので、彼女が近くを通るたびに見てくれいたようです。

　私はお父さんが偉いと思うのです。私のしている事を素直に見てくれたので、そのままに見えたのでしょう。何か心に不純なものがあれば「ええかっこうして」「お金でも　もろてんのちゃうやろか」「そんな事せんと、市役所に頼めばいいのに」などなど色々考えられるようです。

　掃除の関係で市役所とお付き合いもしてきましたが、和歌山市には　この公園の掃除に　使うお金はありません。

　この掃除と平行しておこなった講師活動として主なものは

「和歌山市南ロータリー倶楽部」の昼食会での30分の卓話でした。

　題は『松下幸之助・成功の秘密』としました。主に幸之助さんの毎朝の坐禅と悟りの効果を紹介しました。　推薦していただいた毎日新聞・和歌山支局長には知らない話が多く勉強になりましたと喜んでいただきました。

　またお聞きいただいた社長さんがたも大変熱心にお聞きくださいました。

　しかしながら、その会の後、お一人の方とも交流の機会が　ありませんでした。

　たいへん残念な事でした。幸之助さんについても、私についても、一回や2回の話で　ご理解いただくのは不可能だからです。

　次に雄湊小学校で5年生を対象に社会人先生としての授業をさせていただきました。

　授業内容としては幸之助さん成功のエピソードと最後の10分を使って「感謝と瞑想」をしていただきました。

　生徒達は大阪府・門真市・パナソニック本社内の「松下歴史館」を見学する前でした。

　それで生徒達も勉強していました。　私も気合を入れて　調べ、話を組み立てました。

　後日　お願いしていたアンケートも　返して頂き　喜んでくれたことが分かりました。

　今の子ども達は明治時代の丁稚の厳しい働き具合については想像もできていなかったようで大変喜んでくれました。

　次に先生の希望でもあった「日本で最初に週休二日制を導入した話」については　調べるのに難儀しました。ほとんどネット情報をまとめたのですが 話に幸之助さんの考え方の特徴などを取り入れたので　先生がたや生徒達は熱心に聞いて下さいました。

　最後の「感謝と瞑想」については打ち合わせの時に、5年生の担任の先生お二人に宗教性がないことをよく説明しました。というのは和歌山市では坐禅という言葉を使うと宗教だと思われてコミュニティーセンターの会議室さえ使わせて頂けないからです。

　そしてアンケートでは「感謝と瞑想」について、「何も考えられない瞑想状態になりました」と一人の生徒が書いてくれていました。私は天才かなと驚きました。この事を近所の女の人に話すと「案外子どもの方が直ぐにできるのかもしれない」と教えてくれました。　この子が特に天才というのではなく、きっとそういう事なのでしょう。

　その年の年末には先生が　子ども達の「感謝と寒中見舞い」のような文集をお届けくださいました。数人の子が「感謝と瞑想」を続けていると書いてくれていました。

　この子ども達の素直な心の詰まった文集は私にとって大切な宝物です。

　のちに再編集した「感謝と瞑想」のＨＰはすでにアップロードしています。今日はプリントアウトしたものをお持ちしています。希望される方は　後でお持ち帰りください。ネットでも読めないことはないのですが、文章量が多く読みづらいかと思います。生誕の地での売れ残りですから遠慮せずにお持ち帰りください。幸之助さんの「坐禅と悟り」についてその根拠を、学術論文のように詳しく書いた積りです。

　そのような事があった掃除と語り部ですが、腰痛に負けて昨年の正月から全休状態です。

　ボランティアを休んで、できた時間で　毎月一回のペースで １年余り「講演や講座」の活動をしてきました。

　しかし　結局リピーターをつかむ事ができず、昨年の12月からは休止状態です。

　自分で主催する「会」というのは会場の予約、ミニコミ誌での広報、資料作成と大変エネルギーが要ります。

　そこまでしても、よい結果が得られなかったので止めたくなったのです。

　また、それでもよかったと考えています。

　そして、それまで努力してきた事は決して無駄ではありせんでした。

　経験してみないと分からない事をいろいろ学べました。　

　　　　読まない講座中止後

　しかし不思議なもので今は「人様の講座」や「他のNPOのイベント」などに参加して　見込み客を見つけることができたりしています。

　ボチボチですが、長いお付き合いの中で、心の通じる人おひとりからの積りで活動してゆこうと考えています。

　ビッグ愛であったコミュニケーションの講座で知り合った和歌山の若者の招きで、今年1月大阪の会場での　若者達の勉強会で40分話をさせていただきました。

　このときの題もやはり「松下幸之助成功の秘密」でした。講演はいきなり10分間の「感謝と瞑想」から入って、その後　エピソードと「脳を変える心」の本を紹介しました。

　当日の最も大切な事「感謝と瞑想」の説明に　充分　時間を割きました。

　お客さんたちの反応を見ながらアドリブも加え活き活きした話になるように心がけました。

　このときの「原稿」に　手を加えた物をアップロードしています。

　この会に呼んでくれた若者は「集中して聞くことができて大変よい講座だった」と感想のメールをくれました。これもアップロードしています。この和歌山の若者との人脈を大切にして行きたいと考えています。

　　　　　人間禅との出会い

　紀柔館・館長　腹巻氏のおかげでこの人間禅の静座会とご縁ができたのも大変喜んでいます。坐禅が好きな仲間と一緒に座ると言うのは、一人で座るのとは違う良さもあります。　　熱心な方々に接するたびにありがたいことだと感謝しています。

　前置きが大変長くなりましたが、幸之助さんについて簡単に語らせていただきます。

　　　　　　幸之助さんの生涯について

まずはホトトギスの俳句から

鳴かぬなら　殺してしまえホトトギス　　織田信長

鳴かぬなら　鳴かせてみようホトトギス　豊臣秀吉

鳴かぬなら　鳴くまで待とうホトトギス　徳川家康

松下幸之助さんの自作は　鳴かぬなら　それもまたよしホトトギス　

　私は「幸之助さんはタヌキ親父・家康、以上の古ダヌキだ」と考えています。

　知恵を振り絞って無一文から大企業を育て、大きな社会貢献もされた方です。

　「古だぬき」は信愛の情を込めたほめ言葉だとお取り下さい。

　幸之助さんは　1894年（明治27年）今の和歌山市千旦の農村地帯で、中地主の父親と優しい母親、そして子どもが7人いる家に8番目の子、3男として生まれました。

　４才までは豊かな暮らしでしたが、父親の米相場の失敗で松下家は没落しました。

　家　屋敷、田畑、全て売り払って、和歌山市本町１丁目へ出ました。　

　父親はわずかに残ったお金で、そこで履物屋を始めました。

　しかし１、２年で店を閉めました。

　その後父親は仕事を見つけた、大阪に出ました。

　幸之助さんたち家族は湊の裏長屋に引っ越しました。

　幸之助さん自身が書かれた本によると、そこでの生活は大変貧しく、「いつも腹が空いてた」というような状態だったようです。

　そのように　栄養状態が悪く体力のない家族をインフルエンザや当時の最も怖い病気・結核が襲いました。　そこでの生活で兄二人と姉一人が亡くなりました。

　幸之助さんは末っ子ながら跡取り息子になったのです。

　一番上の姉は同居していなかったのですが。ほかのお姉さんたちは次々と若死にしました。

　そこで学齢を迎えた幸之助さんは湊地区の　雄尋常小学校へ通いました。

　しかし２年生の時は体調が悪くほとんど全休だったそうです。

　そんな事で、成績がいいはずはありませんが、「考えもの」だけは甲だったと書いていました。たぶん算数の文章題だと思います。

　また担任の先生のお宅で、同級生と先生に教えてもらった将棋をしていると、

横から見ていた先生が「松下君なかなかええ手さすなあ」と云ってくれたそうです。　後に発明家になる頭のよさの片鱗が、垣間見える思いがします。

　４年生の秋、お父さんに呼ばれて船場の丁稚奉公に出ました。

　　これも読まない幸之助さんの父親の話し

　チョット話が前後するのですが、お父さんの名誉挽回のためにエピソードを一つ。幸之助さんが丁稚に上がって2年もしないうちにお母さんから「仕事を変えて給仕になり、夜学に通うようにしたらどうか」という話を聞いたとき、父親は「今の　世の中、商売人として成功しているのは丁稚からたたき上げた人で、そのような人が学校出の優秀な人を使っている」と言って丁稚奉公を続けるように言ったそうです。　幸之助さんは、「私の行き方考え方」という本に、その父親の言葉が、成功への方向付けをしてくれたので　感謝していると書かれています。

　幸之助さんの船場での最初の奉公先は宮田火鉢店でした。

　　　　読まない真剣な掃除の体験

・丁稚に入って、朝　掃除をしていると前の店の子が「行ってきます」といって学校にいく声が聞こえてきました。この時　幸之助さんは「自分は学校に行ける身分ではなくなった」と肝に銘じたそうです。

・また掃除のとき「隅ずみまで、見えないところまで真剣な掃除」をしていると「何かが見えてくる」と気づかれたそうです。この体験が松下政経塾でも塾生に毎朝掃除させている理由のようです。自分の生活環境を掃除する事は人間としての基本中の基本だと考えて　おられたようです。　　　

　幸之助さんの金銭感覚を知ることができるエピソード

・勤めだしてから夜になるとお母さんが恋しくて　毎晩　枕を涙でぬらしていたそうです。しかし半月分のお給金5銭をもらってからはピタリト泣かなくなったという事です。　晩年になって記者などに「今までで一番嬉しかった事はなんですか」と尋ねられると「初めて、５銭の白銅貨で給金もろた事やな」と言っていたそうです。幸之助さんが和歌山の履物屋さん時代にもらっていたお小遣いは一厘だったようです。湊時代はお小遣いなど　とても貰えなかったでしょう。5銭は幸之助さんにとって初めて手にする大金だったのです。

・幸之助さんはこの店で大変な失敗をしてしまいました。この店の子供さんを背負ったまま、ベーゴマに夢中になり、うしろに大きく反ったときに、赤ちゃんの頭が地面にゴツン。　どんなにあやしても泣きやまず、思案にくれた幸之助さんは近くのお菓子屋さんに飛び込んで、高価な　お饅頭を買って食べさせたところ、やっと泣き止んだそうです。

この様子を見ていた店のおばさんは「あんた給金何ぼもろてんの」「まあ、三日分も使こうたん。あんた　きっと　えらなるわ」といったそうです。

　そして、そのおばさんの予言が　見事に的中しました。

　この宮田火鉢店は３ヶ月ほど後に引っ越す事になりました。

　幸之助さんの父親は　自分の近くに置いておきたかったのでしょう。

　幸之助さんは　船場の五代自転車店に奉公換えしました。

　この店との　5年4ヶ月で　色々な経験をして　商売人の基礎を身につけました。　幸之助さんは晩年でも「経営学は船場大学で学んだ」と言っていたそうです。

　先ずは、幸之助さんの人生の師となった。五代自転車店・店主のお兄さん五代五平衛さんについて語らなければなりません。

　この方は幸之助さんが最も影響を受けた人で、この人との出会いが幸之助さんの人生に大きな影響を与えたと言えます。

　「縁、この不思議なるもの」にも「盲目の口入」として載っています。

　口入と言うのは不動産取引の仲立ちをするブローカーのことです。

　五代五平衛さんは中途視力障害者でアンマの技術を身につけて弟や妹を養育したそうです。

　あんまのお客さんに借家などの世話もしたでしょうが、目が悪くても「取引物件の家に、一歩足を踏み入れたら　値踏みができるほど勘の鋭い人」で、家の売買などの口入もして、評判がよく、財産を築かれて、のちに私財を投じて自分と同じ障害者のために「私立盲亜学校」を設立し、校長になった人です。

　　　　この話は幸之助さんが私財を投じて松下政経塾を作られたのと重なるように思います。

　幸之助さんが五代自転車店に奉公に上がってから、五平衛さんが弟さんの店に遊びに来た時にはいつも　帰りに　送り届けるのが仕事だったそうです。道々いろいろ話を　聞かせてもらった事でしょう。

　五平衛さんは大変「感のいい人」でしたから　利発な幸之助さんの事も気に入って　いろいろな話をされた事だろうと考えられます。

　また幸之助さんは五平衛さんに見込まれて　それが弟・音吉さんにも伝わって　大事にされた事だと思います。

　一人前に育てたいという気持ちで、音吉さんに厳しく育ててもらった事でしょう。

　つぎに　その五代自転車店・店主・五代音吉さんとのエピソード

　音吉さんは　船場商人らしい商売人だったようです。

　ある時幸之助さんが庭掃除をすませて、土まじりのゴミをゴミ箱に入れようと　していると、「紙は風呂のたきつけになる、土は元に戻せばいい。

　　　そしたらゴミ箱へ入れるものは　なくなるやろ」といって教えたそうです。

　細かい事のようですが、私は一日は　細かい事の積み重ねだと考えています。

　当時の自転車屋さんは旋盤などの機械も置いていて鍛冶屋さんのような仕事もされていたようで　丁稚といっても職人さんの　仕事といった面もあったようです。

　五代自転車店の奥さんについて

　五代自転車店の店主夫妻には子どもがいなかった事もあり、10才の利発な幸之助さんを可愛がっていたようです。幸之助さんがお使いに出る時にはおじぎの仕方、挨拶の仕方、口上の言い方など　事細かに　丁寧に教えてくれたようです。

　この体験が幸之助さんが経営者になったときの　人作りに活かされているように思われます。―幸之助さんは「物づくりの前に人作り」という言葉を使われたこと　

　　　　　　　で知られているように、「人作りの神様」という面があります。

　この自転車店の奥さんとのツーショット写真が幸之助さんの宝物だったそうです。なかなかキレイなご婦人で幸之助さんにはあこがれに似た気持ちがあったのかもしれません。

幸之助さんの父親は幸之助さんが奉公に出てから、2年ほどでなくなられました。

その後幸之助さんの母親が地元に帰り、他家に嫁がれたこともあり、幸之助さんが、奥さんにたいして　母親に対するような感情を　抱かれていたかもしれません。

また奥様にしても　幸之助さんの家の事情が分かっていましたから、幸之助さんの事を　不憫に思われていた　という事も充分考えられます。

　電気業界へ

　幸之助さんは、その頃、街灯がガスから電気に変わり、町には路面電車が走り始めたのを見て、これからは「電気の時代だ」と考えました。長年勤めて、大事にしてくれた恩義を感じながらも　自転車店から、電力会社の大阪電灯（現関西電力）の配線工へと転進されます。幸之助さんは頭がよく、仕事もよくできて、記録的な速さで出世されます。

　生涯の伴侶・井植むめのサンと　結婚しました。

　今の言葉で言うならばむめのサンは「まさに　ベターハーフ」といえる方でした。

　幸之助さん20才、むめのさん19歳の結婚でした。

　病弱でサラリーマンとしての勤めが負担になり、自分で事業をすれば　少しは楽になるだろう　という事で「二股ソケット」のアイデアを持って独立開業に踏み切りました。

　23才での独立開業で、二股ソケットの製造に取り組みます。開発に苦労するも、商品化できてからは　順調な成功の道を進まれます。

　小さな零細企業から、あれよあれよという間に、中企業に、そして更にどんどん成長します。いろいろな理由がありますが、急成長は　全て幸之助さんの頭から産み出されたものです。

　　　幸之助さんの見性体験と坐禅の話もしたいのでエピソードの話を打ち切ります。

「縁、この不思議なるもの」に登場する幸之助さんの軍師・加藤大観さんについて

　幸之助さんが　悟りを開いた人として　紹介されています。

　京都の人だと思いますが、大病の後、下肢に障害が残って歩く事もできなかったのですが、真言宗の熱心な信仰で「障害」を治された人です。

　私は　おそらく潜在意識的なことで　障害として残っていたのが「見性」によって回復されたのだろうと考えています。見性では、頭脳を含む全身的な効果が出ます。　加藤大観さんはその後　真言宗に　得度して入信し　修行をされて「阿砂利」という高僧になられたと言う人です。

　そののち　京都の大観さんのもとに　相談に訪れた幸之助さんとの出会いがあり、戦争前からは同居同然の生活をされて　幸之助さん専属の相談相手になられ「軍師」となったのです。戦争後も随分長い間　同居同然の生活をされて　そこで亡くなりました。

　　　幸之助さんの悟りと坐禅の話しになります

　第二次大戦の頃に　働きに働いて「見性体験」されました。

　見性体験すると　頭脳が変化して　効果は全身に及びます

　　幸之助さんの場合の効果の例を少し

　　　長年の悩みの種・病弱を克服　されました。

　　　経営者としての　視野が　世界に広がりました

　　　　飛行機嫌いだった幸之助さんが欧米視察を5回されました。

　　　その中でアメリカの自動車会社・フォードに強い興味を持たれたようです。

　　　またオランダの電器会社・フィリップス社との提携も有名です。

　　　随分後の話ですが　中国の鄧小平さんの　要望にこたえて　中国に電器産業を興す　

　　　お手伝いをしました。

　　　　最近の新聞のニュースからブラウン管の工場が倒産して、労働争議に発展。

また幸之助さんには　社会教育家としての一面もあります。

　　ＰＨＰ運動をするとともに　ＰＨＰ研究所を設立されました。

　　いうならば「素直な心」の普及の活動です。

　　素直な心は人間の基本だと言ってもいいでしょう。

　　　月刊誌ＰＨＰには毎月号に書かれています。

　　「素直な心になりましょう。素直な心は　あなたを　強く　正しく　聡明に致します」

　　幸之助さんが見性してから30年後に書かれた「素直な心になるために」は

　　幸之助さんの推奨する　「悟れる方法」と「悟りとは何か」を詳しく書いたものです。

　　もしかして　お読みになられて　ご自分が幸之助さん　より劣っている部分があれば、

　　それは伸び代があるという事だと思います。

　　私たちも坐禅をすれば、境地についてだけ言えば　幸之助さんの後を追いかけられる

　　のだと考えています。

84才で松下政経塾の創立

　日本の将来に不安を感じて　私財70億円を投じて　優秀な政治家や経営者を養成する松下政経塾を創立しました。

　丁稚奉公の体験を活かしたメニューや、武道、茶道、坐禅、その他「人間力を養成するメニュー」を取り入れたユニークなカリキュラムで知られています。

　松下幸之助氏は　経営の神様として知られていますが、私は周りの人たちに　よく気配りができた人で　「人生の達人」だったという面を強調したいと思います。

　だからこそ大成功できたのだと考えています。

　いま私は「人生の成功者」という面を　見習いたいと考えて、精進しています。

　幸之助さんの最後の言葉。

　94才で　老衰のために　松下記念病院で亡くなられましたが、病院長が体力の弱られた幸之助さんの　唾や痰などを吸引するために、

「すみません。痛いかもしれませんが、少し　お口を　お開けください。お願いします」といったのに対して。

「頼まんなんのはワシの方やがな」という言葉が最後だったそうです。

　余りにも　小さな声だったので　聞き取れたのは 

　　　　　　　　　　　　　　　　　そばにいた　ご家族だけだったそうです。

　謙虚に生きつづけた 幸之助さんらしい最後の言葉だと 感銘を受けました。

　　　幸之助さんの遺産は2500億円弱、生涯寄付総額550億円弱だったそうです。

　　もちろんそれ以上に　お金に換算できない　多くの業績を残されました。

　私は　幸之助さんの　お孫さん「正幸さん」とほぼ同い年です。

　偉大な幸之助さんを語るには　マダマダ未熟な私ですが　

　　　幸之助さんを　悟った人として　語れるのは　今の日本では　私ひとりです。

　それで　不十分ながらも　役目だと考えて　語らせていただきました。

　御静聴いただきまして　ほんとうに　有難うございました。

　お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

　

　　　　　　　　　　　6月4日までに印刷　簡単なレジュメとアドレス×20　両面印刷　

表面

　「松下幸之助を語る」

鳴かぬなら殺してしまえホトトギス　　　　織田信長

　鳴かぬなら鳴かせてみようホトトギス　　豊臣秀吉

鳴かぬなら鳴くまで待とうホトトギス　　　徳川家康

　鳴かぬならそれもまたよしホトトギス　　松下幸之助・自作

　松下幸之助氏。明治27年11月27日。現在の和歌山市千旦で生まれる。

　中地主の家で、4才まで両親や兄や姉ににかわいがられて大事に育てられる。

　松下家没落、超貧乏な暮らしを体験。兄や姉たちが次々若死。

　父の勧めで尋常小学校四年で中退して船場の丁稚奉公に出る

　「ワシは経営学は船場大学で学んだ」・・幸之助さんの口癖

　宮田火鉢店

　真剣な掃除から多くを学ぶ・・社員教育や松下政経塾に活かす

　五代自転車店

　幸之助さんの人生の師・盲目の口入・五代五平衛さんとの出会い

　五代音吉さんから技術と船場商人の心がけを学ぶ

　奥さんからはお辞儀や口上など丁寧な指導を受ける

　ここでの生活で「人作り」の大切さを知り、コーティングの技術を盗み、身につけた。

　幸之助さんが発明家で経営の神様として知られているが、私は最も得意だったのは営業だったと考えています。

　

　「自分を売り込む事」「アイデアを売り込む事」「経営哲学を売り込み、周知する事」すべて営業能力が優れている方ほど上手にできます。

　　　　ご質問について

　質疑応答の時間は取れそうにありません。私は質問については「個人的な会話」が有効だと思います。

　ご面倒ですが私宛にご質問をお寄せください。　アドレスはこの紙の裏にあります。

　今日の話、以外にも私のＨＰについてのご質問もお受けします。

　おすすめはメール交換です。納得いただけるまで、お付き合いします。

　またお会いできる方については道場や喫茶店などでのキャッチボールの対話がよいかと考えています。時間がかかるようでも疑問点の解決には最も効率的です。

　私がよく使うのは「和歌山市手平　ビッグ愛　１Ｆまたは９Ｆ」

　喫茶コーナー、無料の場所や会議室あり。但し４輪車の駐車場は有料です。

　※　※　※　※　　　　　　　　　　　　　　　　 アドレス、参考文献などは裏面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レジュメ・裏面

　　参考のホームページ・検索キーワード

　　パナソニック＋松下幸之助の生涯

　　ＰＨＰ研究所＋素直な心になるために

　　　　　(P：平和　H：幸福　P：繁栄＝物心両面の豊かさ）

　　　　　素直になりましょう。素直な心はあなたを強く正しく聡明に致します。

　　松下政経塾　＋国会議員　　　松下政経塾検索→より塾を知りたい方へ

　　参考文献

　　素直な心になるために　　　松下幸之助著　　　　ＰＨＰ研究所

　　私の行き方考え方　　　　　　　同上　　　　　　　　同上

　　縁、この不思議なるもの　　　　同上　　　　　　　　同上

　　松下幸之助成功の軌跡　　　佐藤悌二郎著　　　　　　同上

　　松下幸之助・成功の法則　　江口克則著　　　　　　　同上

　　脳を変える心―ダライ・ラマと脳科学者たちによる

　　　　心と脳についての対話　シャロン・ペグリー著　バジリコ（株）

　　　　　　　　　　　　　　　茂木健一郎　　　　訳

　　※大意坐禅や瞑想の効果は積算時間数に応じて得られる　一脳科学者が証明

　　無学求道こと岩倉克年　

　〒640-8483　和歌山市園部１５１４－７

　ＴＥＬ.ＦＡＸ 073-462-1761　　　

　携帯　　　   090-3615-1761

　メール　　　budda2004jp@yahoo.co.jp　

　ホームページ　http://www.geocities.jp/budda2004jp/

　無学求道はホームページのハンドルネームです。

　無学はもともとは学問がないという意味です。

　のちに学ぶべきものがなくなった人＝仏をさすと知りましたが、当時悟りにも入っていたのでそのまま使っています。

　求道の名前にふさわしい精進で　無学に少しでも近づくべく精進を続けています。

　またヤフーＩＤがbudda2004jp だったりします。悟りの確信がそのようなＩＤを使わせたのです。

　幸之助さんのように坐禅以外で「大きな変革」（見性と同じ）された人は私の知っている範囲で

イチロー選手、東山紀之さん、森田正馬氏（精神医学者、森田神経症の言葉で知られる）の3人ですが、ただいまＨＰ作成中です。

